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合鴨を利用した水稲栽培の技術的と経営的評価

【要約】童逼を利用した水稲栽培実践農家（提唱者）の現地圃場において、水田雑一

一

草防除効果。 病害虫防除効果及び経営的評価につ いて検討した。
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【背景・ねらい】

今後、合鴨を利用した水稲栽培は環境保全型農業の一農法として、普及拡大すると予想

されるため、同農法の各分野（水稲栽培・病害虫・経営）における技術的・経営的評価を

行う。

【成果の内容・特徴】

①合鴨による高い除草効果が認められ、除草剤を使用しない水稲栽培が可能であった。収

量は合鴨区Ｉが458kg／10ａで、地域の平均慣行収量（480kg前後／lOa）と大差はなか

った（表１．２）。

②合鴨放飼によるウンカ類の定着及び発生に対する抑制効果は極めて高く、中でもセジロ

ウンカの被害は完全に防止できた。しかし、トビイロウンカは合鴨を引上げた出穂以降に

増加する傾向があり、特に飛来密度が高い場合には多発する恐れがある。またへ紋枯病の

発生は稲の茎数と密接な関係が認められ、合鴨を利用した水稲栽培では１株茎数が多く、

紋枯病の発生を助長する恐れがある（表３．４）。

③合鴨部門の労働時間は１１．１時間／10ａを要し、水稲部門を合わせた総労働時間は５５．１

時間／lOaであった。ただし、調査農家は水稲・合鴨部門ともに要領を得ており（今年で

５年間実践）、実践経験の少ない場合には、これ以上の時間を要するものと考える。生産

費は県平均の21％増となり、相対的に慣行栽培よりも高コストであることが明らかとなっ

たが、販売実績を参考に試算した収益は高所得を得ている。これは、１)慣行栽培並の収量

確保、２)生産物（完全無農薬米及び鴨肉）の高単価、３)販売ルートの確保等が起因してお

り、特に農産物の安全性を求める消費者との直接提携（顔の見える関係）の構築は経営的

に成立するための重要な要因である（表５）。

【成果の活用面・留意点】

合鴨を利用した水稲栽培の優良事例における技術的・経営的な参考資料として活用する。
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表４合稿放飼が紋枯病の発生に
及ぼす影響

【具体的デ

表２水稲の収盆
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(参考）【耕種概要及び試験区の構成】
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